
 

フランス便り（10 月） 

飯塚結衣 

 

【はじめに】 

 私がフランス語を勉強しているきっかけは世

界史が好きだったからです。特にフランスの中

世から近代にかけての歴史が好きだったこと、

またフランスに幼いころから憧れがあったこと

が理由でフランス語を勉強したいと思うように

なりました。そのうち言語や文化などを字や写

真で学ぶのではなく、フランスに行き実際に自

分で体験して学びたいと思うようになり、フラン

スに留学することになりました。フランスに実際

に来て生活してみて日本にいた時には気付かな

かった違いがたくさんあり、小さなことから大き

なことまで毎日いろいろな発見をしています。そ

うしたフランスでの留学生活で見たこと、聞いた

こと、感じたことなどを紹介していきたいと思い

ます。 

 

【寮】 

私は現在寮に住んでいます。私が住んでいる寮

は部屋、共同キッチン、洗濯室、TV ルームなどが

ある A 棟、レセプションと部屋と食堂などがある

B 棟の 2 つにわかれています。私が住んでいるの

は A 棟で、隣には中学校があります。（平日の夕

方はとても賑やかです。）セキュリティはしっか

りしていて、敷地に入るところの門、建物の中に

入る所の扉、部屋のドアの 3 ヶ所にオートロック

が付いています。 

部屋のタイプも何種類かあるのですが、私は学

生用の部屋を借りているの

で、ベット、勉強机、棚、ク

ローゼット、冷蔵庫、椅子、

シャワールーム（トイレ、洗

面所付き）がついている 1

人部屋で過ごしています。

（写真１,2 参照） 

食事なしのタイプを選んだ

ので、料理をする場合は地下

にある共同キッチンに行きます。洗濯は洗濯室が

あり、乾燥機もアイロンもあるのですが、1 回 3€

（だいたい 400 円）かかるので毎日洗面所で手洗

いしています。最初は大変でしたが、最近はだい

ぶん慣れてきました。フランスは乾燥していると

は聞いていたのですが、自分が思っていたよりも

乾燥しており、手で絞ったズボンでも丸 1 日干し

ていれば乾くためとても驚きました。土足にはな

かなか慣れないだろうなと思っていたのですが案

外すぐに慣れ、比較的快適に暮らしています。 

生活しているうえで一番困っているのは意外と”

食”に関してです。日本の味に慣れてしまっていた

せいかフランスのソース（マヨネーズやドレッシ

ングなど）がおいしく感じられずサラダを食べる

のにも一苦労しています。（写真３参照） 

また日本のスーパーで

は当たり前にあった

“作ってある惣菜”が売

れていないため、自分

で作るかレトルトかの

2 択です。日本にもある

食品（例えばマヨネーズ、ハム、牛乳など）が国に

よって全然味が違うことに私は 1 番驚きました。

多少違うだろうとは思っていたのですが想像以上

で、初日に食べたサンドイッチとサラダの味はい

まだに忘れられません。今はいろいろなソースに

挑戦してみたり、塩コショウなどのシンプルな味

付けにしています。 
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【ストラスブール大聖堂】 

私は 10 月下旬にストラスブール大聖堂に行きま

した。（写真４参照） 

この教会はカトリック

の教会で 1176 年に建設

が始まり、1439 年に完成

しました。高さは 142 メ

ートルあり、世界で 6 番

目に高い教会です。ちな

みに 1647 年から 1874

年までは世界 1 の高さ

でした。この教会はヴォ

ージュ産の砂岩を使っ

ているため見た目はピ

ンク色をしています。なかなか想像しにくいと思

いますが、実際に行ってみるととても大きく迫力

があり、威圧感を感じました。またこの教会の周

りには彫刻がたくさん施されているのですが、そ

の中でも特に凄いと思ったのは扉付近の彫刻で

す。（写真５参照）

いろいろな格好

をした人がたく

さん彫ってある

のですが、その 1

つ 1 つがとても

細かく彫ってあ

り本当に凄いで

す。上記にピンク色をしていると書きましたが、

近くで見てみると全部が同じピンク色ではなく、

ピンクのところもあったり黄色に近い色のとこ

ろもあったりとピンク系と黄色系のパステルカ

ラーのモザイクのようになっていて案外かわい

いです。 

中にはたくさんのステンドグラスの壁と信者た

ちが座る椅子があります。（写真６,７,8 参照） 

このステンドグラスも色鮮やかでとても綺麗で

す。ストラスブール大聖堂はバラ窓と天文時計が

有名です。バラ窓は直径

が 13.6 メートルあり、こ

れもまた隅の細かい部

分まで丁寧に作られて

おりとても素敵です。天

文時計も見に行きまし

たが、残念ながら工事中で天文時計が印刷された

板がたっていました。（写真 10 参照） 

工事が終了次第、天文時計も見に行く予定です。 

以上のようにストラスブールのシンボルである

ストラスブール大聖堂は大迫力の中にも繊細で

美しくまたかわいさもありとても素晴らしかっ

たです。 

 

【おわりに】 

 フランス留学が始まって 1 か月と少し経ちまし

た。生活にはなれましたが、今も初めての場所に

行くときはとても緊張します。しかし、やってみ

ると意外となんとかなることが多く、少しづつで

すがいろいろなことに挑戦しています。体験して

みないとわからないことなどをたくさん見つけら

れるように頑張ります！ 
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